
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福島県東日本大震災子ども支援基金 

事 業 報 告 書 

福島県復興シンボルキャラクター 

「ふくしまから はじめよう。キビタン」 

福 島 県 

〔平成 2９年度版〕 
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ご あ い さ つ 

 

 

 

 平成２３年３月の東日本大震災と東京電力福島第一原子力発電所事故から６年余

が経過いたしました。 

この間、国内外の多くの皆様から様々な御支援をいただいていることに対し、心か

ら感謝申し上げます。 

震災と原発事故後、前例のない困難な状況が続く中、今年３月から４月にかけて、

川俣町、浪江町、飯舘村、富岡町の４町村の居住制限区域、避難指示解除準備区域が

解除されるなど、避難地域の復興に向けた取組とともに、福島の復興は着実に前に進

んでおります。一方で、今なお多くの方々が避難生活を続けられており、風評と風化

の２つの逆風など、原子力災害という重荷を背負った福島の復興はいまだ途上にあり

ます。 

 こうした中、被災した子どもたちを長期的、継続的に支援するため、皆様からお寄

せいただいた「東日本大震災ふくしまこども寄附金」を活用し、保護者が死亡したり

行方不明となった児童（遺児・孤児）に対する支援に加えて、本県の子どもたちが、

様々な困難を乗り越え、心身ともに健やかに育つための施策に活用させていただいて

おります。 

本県に心を寄せてくださる全ての方々と力を合わせて、ふくしまの明るい未来を切

り拓いてまいりますので、今後とも御理解と御支援をお願いいたします。 

                                      

 

 

 平成２９年７月 
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 福島県の被害状況 

 

平成２３年３月１１日 14:46 に三陸沖を震源として発生した「平成２３年 東北地方太平

洋沖地震」は、マグニチュード 9.0 を記録し、観測史上最大の地震でした。 

最大震度７を記録した激しい揺れとともに、広い範囲で大津波が押し寄せました。 

 

※県浜通り北部（南相馬市、相馬市の状況） 

 

 本県では、東日本大震災により、多くの子どもたちが親を失いました。 

 加えて、原子力災害により、住み慣れた土地からも離れなければならない子どもたちも多

く、様々な喪失体験により、幼い心に多大なる負担がかかっています。 

 

 しかしながら、このような状況においても、子どもたちが震災前に抱いていたそれぞれの

夢をあきらめることなく、着実に前に進んでいくことができるよう、皆様からの善意の寄附

をいただき、長期的な支援を行っていきたいと考えております。 
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 福島県の避難者の状況 
 

 避難者数は、平成２４年５月をピークに減少を続けておりますが、平成２９年５月時点で

約６万人の方々が避難を続けています。 

１ 避難者の推移 

 

２ 子どもの避難者（１８歳未満避難者）の状況 

 

 

 「東日本大震災ふくしまこども寄附金」について 
 

福島県では、平成２３年８月から東日本大震災による震災孤児等への支援のための寄附口

座「東日本大震災ふくしまこども寄附金」を開設しています。 
 
 

○ 寄附の状況（平成２９年３月３１日現在） 

寄附件数  14,128 件 寄附額 5,444,178,302 円 

○ 被災孤児、遺児（平成２9年３月 3１日現在） 

・孤児：２４人（孤児：両親若しくは単親の場合、現に養育していた親が死亡又は行方不明

となった児童） 

・遺児：１７4 人（遺児：両親のうちいずれかが死亡又は行方不明となった児童） 
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 「東日本大震災ふくしまこども寄附金」について 

 

１ 福島県東日本大震災子ども支援基金給付金 

福島県東日本大震災子ども支援基金条例を制定し、東日本大震災ふくしまこども寄附金

を基金に積み立て、東日本大震災により、保護者が死亡又は行方不明となった児童（孤児・

遺児）に対して、生活及び修学を支援するための給付金を給付する事業を実施しています。 
 

１ 対象者   東日本大震災により保護者が死亡し又は行方不明となった児童 

２ 給付期間  大学等卒業までの期間 

３ 給付金の種類及び金額 

（１）月額金 

   ア 未就学児童        月額（孤児：30,000 円、遺児：20,000 円） 

   イ 小・中学校に在籍する者  月額（孤児：40,000 円、遺児：30,000 円） 

   ウ 高等学校等に在籍する者  月額（孤児：50,000 円、遺児：40,000 円） 

   エ 大学及び専門学校等に在籍する者 月額（孤児：60,000 円、遺児：50,000 円） 

（２）一時金 

   ア 小学校入学時給付金      30,000 円 

   イ 小学校卒業時給付金      50,000 円 

   ウ 中学校卒業時給付金      100,000 円 

   エ 高等学校卒業時給付金    300,000 円 

４ 給付実績（平成２９年３月３１日現在） 

給付実人員 １９０人  総給付額  ４１５，４６０，０００円 

 

２ 「ふくしまこども寄附金」による新たな支援について 

平成２４年１２月県議会において福島県東日本大震災子ども支援基金条例の改正が議決

され、震災孤児・遺児の支援に加えて、支援の対象を県内全域の子どもたちへと拡大し、

下記の５つの視点から新たな支援を行っています。 

〔新たな支援の５つの視点〕 
 

①  災害・避難等により不便を強いられている子どもへの支援 

  ② 子どもたちの将来につながる取組 

  ③ 子どもたち及び保護者が元気になる取組 

  ④ 子どもたちのふるさと福島への愛着心を醸成する取組 

 ⑤ 子どもたちの本県復興への参画 

 

 

次ページ以降で 

紹介します 
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１ 事業概要 

  将来、医療の仕事に携わり、本県の復興及び社会に貢献

したいと願う子どもたちの夢の実現に向け、中学生を対象

に「医療体験セミナー」や「医学教室」、高校１年生を対

象に「地域医療体験セミナー」、高校２年生を対象に「メ

ディカルセミナー」を実施し、講話をはじめ、医療機関の

見学や実習体験等を通して職種への理解を深めるととも

に地域医療への関心を高め、医療人材の育成を図る。 
 

２ 事業実施時期 

  ・医療体験セミナー 平成２８年８月１１日（木） 

  ・医学教室 平成２８年１１月５日（土） ～ 平成２９年２月１１日（土）７回開催 

・地域医療体験セミナー   

     第１回 平成２８年８月８日（月） ～ ８月１９日（金） 

       第２回  平成２９年２月１８日（土） ～ ３月２２日（水） 

・メディカルセミナー【看護】７月１０日（日） 

                      【医学】７月１６日（土）及び１７日（日） 
  

３ 参加者数 

  ・医療体験セミナー ３９０名 

  ・医学教室 ４６名 

・地域医療体験セミナー 第１回 ９０名 第２回 １９８名  

・メディカルセミナー 【看護】１０３名 【医学】８２名 
 

４ 事業実施による効果 

  医療の仕事の興味・関心を持つ中学生や高校生に対して、本県の医療の現場での講義や

体験学習等を通して、本県の復興に医療面から貢献しようとする意志を培い、将来の夢を

より具体化した。 
 

５ お問い合わせ先 

  福島県教育庁 高校教育課 （ＴＥＬ：０２４－５２１－７７７２） 

 福島県保健福祉部 医療人材対策室 （ＴＥＬ：０２４－５４７－１７１１） 

ふくしまの未来を医療で担う夢応援事業 

平成２８年度活動事例 
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１ 事業概要 

  県民参加の森林づくり活動を推進し、豊かな森林を次世代へ継承していくため、次代を

担う子どもたちが森林を守り、育てる活動を支援する。  
 

２ 実施時期及び参加者数 

  ・県内交流会 ①平成２８年８月７日（日）            １３１名 

・県外交流会  ②平成２８年７月２７日（水）～７月２９日（金）    ９名 

         ③平成２８年１０月７日（金）～１０月９日（日）    ６名 

 

３ 事業実施による効果 

  震災以降、野外で活動する機会が少なくなり、子どもの運動能力が低下する現状にある

ことから、子どもたちが緑とふれあう機会を通して、森林づくりへの関心を高め、森林や

自然環境に対する理解を深めるとともに、子どもたちの心と体を癒し豊かな心と健やかな

体を育んだ。 

 

４ お問い合わせ先 

  福島県農林水産部 全国植樹祭推進室（ＴＥＬ：０２４－５２１－８６２８） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２８年度活動事例 

ふくしまから はじめよう。森林とのきずな事業 
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１ 事業概要 

  特別支援学校高等部で取り組んでいる進路に関する学習について、全ての学校が一堂に

会して成果発表したり、外部専門家からの客観的な評価を受けたりすることを通して、生

徒の学力や技能、意欲の向上を図り、震災から立ち上がり自信をもって生きることが出来

る生徒の育成を目指す。 

 

２ 事業実施時期 

  平成２８年７月２７日（水） 

 

３ 参加者数 

  １，０３９人（総入場者数） 

 

４ 事業実施による効果 

参加生徒は緊張感をもって検定に臨み、外部の専門家から客観的な評価を受ける貴重な

機会となった。検定結果については、履歴書に記載するなど、就職活動に活かすことがで

きつつある。 

また、福島県内の高等部設置特別支援学校１７校が一堂に会することができ、他校の取

組状況について情報交換を行い、各校の学習の充実に繋げている。 

  

５ お問い合わせ先 

  福島県教育庁 特別支援教育課（ＴＥＬ：０２４－５２１－７７８０） 

 

 

 

 

 

 

 

 

夢に向かってテクノチャレンジ事業 

平成２８年度活動事例 
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１ 事業概要 

  本県の子どもたちが、プロの演劇作家・音楽家等のアドバイスを得ながらミュージカル

の創作・公演を行った。 
 

２ 事業実施時期 

  平成２８年４月～平成２９年３月  
  

３ 参加者数 

  延べ８８５名 
 

４ 事業実施による効果 

  県内各地から中学生・高校生がプロジェクトに参加し、協力してミュージカルを創作・

公演開催までの過程を通じて、子どもたちの創造する力を育むことができた。また、練習

状況等、公演に向けた情報を県内外に発信したことで、マスコミ等にも広く取り上げてい

ただくとともに、県外からも大勢の方が来場し、復興に向けた福島の現在の姿を県内外の

方々に感じてもらうことができた。 
 

５ お問い合わせ先 

  福島県文化スポーツ局 文化振興課 （ＴＥＬ：０２４－５２１－７１５４） 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ふくしまパフォーミングアーツプロジェクト 

平成２８年度活動事例 

公演の様子  撮影：石川直樹 氏 
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１ 事業概要 

  東日本大震災及び東京電力第一原子力発電所の事故

により一時移転を余儀なくされたＪＦＡアカデミー福

島の選手やスタッフを招き、いわきＦＣと連携して子ど

もたちと「ふれあいサッカー教室」を実施した。 

２ お問い合わせ先 

  福島県企画調整部 地域政策課 

（ＴＥＬ：０２４－５２１－７１０２） 

 

 

 

１ 事業概要 

  本県の高校生・大学生が、ＮＰＯ法人において１週間程度のインターン活動を行うこと

で、地域の課題解決などについて学び、体験する場を提供した。 

２ お問い合わせ先 

  福島県文化スポーツ局 文化振興課（ＴＥＬ：０２４－５２１－７１７９） 

 

 

 
 

１ 事業概要 

  未来を担う子どもたちが、ふるさと「ふくしま」に

おいて、復旧・復興、文化、スポーツといった様々な

分野で活躍している個人・団体を取材し、情報を発信

することにより、自分たちの住む「ふくしま」の良さ

を知るとともに、自分の将来の夢や希望を深く考えさ

せる機会を提供した。 

２ お問い合わせ先 

  福島県文化スポーツ局 生涯学習課（ＴＥＬ：０２４－５２１－７７８４） 

 

サッカーを通じたふるさと再生事業 

ＮＰＯ強化を通じた若者定着・地域活性化事業 

平成２８年度活動事例 

１１月２０日 

ふれあいサッカー教室 

 

ジャーナリストスクール開催事業 
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１ 事業概要 

  運動が苦手で本格的なスポーツ体験等への参加に抵

抗のある子どもたちに対し、スポーツ・レクリエーシ

ョンを通じて身体を動かす楽しさを伝える。 

また、世界で活躍するトップ選手や指導者などとの

交流を通じて、スポーツの楽しさや達成感の共有に加

え、豊かな国際感覚を持った青少年の育成を図る。 

 

２ お問い合わせ先 

  福島県文化スポーツ局 スポーツ課（ＴＥＬ：０２４－５２１－７７９５） 

 

 

 

１ 事業概要 

  東日本大震災後の子どもたちの健康課題へ対応するため、部局連携により、家庭・学校・

地域が一体となって食育推進体系を再構築し、指導者の育成や派遣、「食」体験・交流の取

組を通して、「元気なふくしまっ子」が育つ食環境整備に努めた。 

  【取組内容】 ・スリムアップイベントの開催 

            ・ふくしまっ子ごはんコンテストの開催    等 

２ お問い合わせ先 

  福島県保健福祉部 健康増進課（ＴＥＬ：０２４－５２１－７６４０） 

  福島県教育庁 健康教育課（ＴＥＬ：０２４－５２１－８４０９） 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

平成２８年度活動事例 

未来へチャレンジ！ふくしまスポーツ塾 

ふくしまからはじめよう。元気なふくしまっ子食環境整備事業 

 

小学校上学年の部 

最優秀賞 
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１ 事業概要 

  小・中学生が県内３地域の商店街で訪問調査や

商店街マップの作成、仕事体験等を行い、商店街

に賑わいを取り戻す方法について検討し、実現し

た。 

 

２ お問い合わせ先 

  福島県商工労働部 商業まちづくり課 （ＴＥＬ：０２４－５２１－７１２６） 

 
 

 

 

１ 事業概要 

  被災した親子に本とのふれあいを通じて心を癒やしてもらうため、絵本や児童書の読み

聞かせなどを行った。また、高校生が自ら進んで読書に親しむきっかけをつくるとともに、

望ましい読書習慣形成に寄与することを目的に、ビブリオバトルを開催し、情報発信能力

の向上を図った。 

２ お問い合わせ先 

  福島県教育庁 社会教育課（ＴＥＬ：０２４－５２１－７７９９） 
 

 

 

１ 事業概要 

  国際社会に貢献できる人材を育成するため、学校の教育活動の一環として実施する海外

ホームステイ研修や海外からの高校生の招へいを伴う国際交流に参加する高校生を対象に

旅費の一部を支援するとともに、研修に参加した経験やふくしまの将来像、国際理解や国

際協力、さらに子ども支援基金寄附者に対するメッセージ等を県内外に発信するため、英

語プレゼンテーションを実施した。 

２ お問い合わせ先 

  福島県教育庁 高校教育課（ＴＥＬ：０２４－５２１－７７７３） 

 

ふくしまの子・ふるさとの商店街プロデュース事業 

 

ふくしまの未来をひらく読書の力プロジェクト 

ふくしまの未来を担う高校生海外研修・グローバル支援事業 

平成２８年度活動事例 
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 寄附をくださった皆様へのメッセージ 

 

 給付金をお届けしている児童・生徒や保護者の方々から、寄附をくださった方へ寄せられ

たメッセージをご紹介します。 
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 寄附をくださった皆様へのメッセージ 

 

 



15 

 

 寄附をくださった皆様へのメッセージ 
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